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―加圧

―血流

1111 加圧加圧加圧加圧チャンバチャンバチャンバチャンバ（（（（血流付血流付血流付血流付））））のみののみののみののみの使用使用使用使用によるによるによるによる
時間→

1.11.11.11.1

*チャンバ加圧は、皮膚に対してほぼ垂直圧（せん断応力が生じない圧迫）で加圧がされる。

―ﾁｬﾝﾊﾞ加圧

―血流

時間→

1.21.21.21.2 各部位各部位各部位各部位のののの圧迫値圧迫値圧迫値圧迫値・・・・圧迫時間経過別圧迫時間経過別圧迫時間経過別圧迫時間経過別のののの反応性充血反応性充血反応性充血反応性充血（（（（再還流再還流再還流再還流））））をををを観観観観るるるる

①①①①反応性充血反応性充血反応性充血反応性充血（再還流）のののの戻戻戻戻るるるる経過時間経過時間経過時間経過時間でででで判断判断判断判断

　　糖尿病患者や高齢者は遅いとされるが・・・？

②②②②反応性充血反応性充血反応性充血反応性充血（再還流）のののの量量量量（（（（グラフグラフグラフグラフ容積計算容積計算容積計算容積計算））））でででで判断判断判断判断

*その圧迫が、血流完全阻害圧・阻害始め圧で反応が異なることが考えられる

―ﾁｬﾝﾊﾞ加圧

―血流

2222 接触圧接触圧接触圧接触圧････圧血流圧血流圧血流圧血流センサセンサセンサセンサとととと加圧加圧加圧加圧チャンバチャンバチャンバチャンバ（（（（血流無血流無血流無血流無しししし））））のののの使用使用使用使用によるによるによるによる

2.12.12.12.1 ベッドベッドベッドベッドやややや椅子椅子椅子椅子をををを利用利用利用利用のののの際際際際のののの体圧体圧体圧体圧によるによるによるによる皮膚血流影響皮膚血流影響皮膚血流影響皮膚血流影響のののの評価評価評価評価

＜用具の評価、体位の考慮、体位変換などの評価＞

2.22.22.22.2 衣服衣服衣服衣服・・・・包帯包帯包帯包帯などのなどのなどのなどの拘束圧拘束圧拘束圧拘束圧によるによるによるによる皮膚血流影響皮膚血流影響皮膚血流影響皮膚血流影響のののの評価評価評価評価

方法方法方法方法:::: ①測定部位に圧圧圧圧・・・・血流血流血流血流センサセンサセンサセンサ((((AAAA0010001000100010))))を貼り付ける（仙骨部は,側臥位にして付けるなど）

解析解析解析解析････評価評価評価評価
―ﾁｬﾝﾊﾞ加圧

―体圧

―血流

3333 A：血流測定領域（組織）対象　・・・最大血流量
B：血流阻害ライン（垂直加圧時）　血管壁血流や赤血球以外の組織反応でゼロにはならない
C：血流阻害までのダウン幅　　A-B＝CCCC
D：用具の影響による血流ダウン幅　　A-E=DDDD
E：測定血流量　圧迫とせん断力の影響など、組織ダメージでEがBより低い場合もある
F：反応性充血量（再還流）　せん断力の影響で組織ダメージにて、EがBより低い場合もある

＜＜＜＜用具評価用具評価用具評価用具評価----例例例例１１１１＞＞＞＞血流減少の倍率：　D÷C＝○　又は、％で提示（C=90、D=80では血流量８９％減少）

＜＜＜＜用具評価用具評価用具評価用具評価----例例例例２２２２＞＞＞＞血流変化の倍率：　E÷A＝○　又は、％で提示（A=100、E=20では血流量２０％に減少）

株式会社エイエムアイ･テクノ⑤ 接触圧・血流測定システムのデータ解析

はじめに、

方法方法方法方法::::　聴診器のように部位に加圧チャンバを押し当て、設定強さ、設定時間で一定の加圧を続け、一気に除圧し血
流の圧迫前の血流まで復帰させる

深部に太い血管層や筋層がある部位は、圧迫してないAAAAより、圧迫したBBBBの血流
が上がったデータになる場合がある。圧迫影響による血流ダウン（量）はCCCCであ
る。

徐徐徐徐々々々々にににに加圧加圧加圧加圧をををを上上上上げげげげ、、、、部位部位部位部位のののの①①①①血流阻害始血流阻害始血流阻害始血流阻害始めめめめ圧圧圧圧（下がり始める圧）、、、、②②②②血流完全阻害圧血流完全阻害圧血流完全阻害圧血流完全阻害圧（****血流が水平）をををを知知知知るるるる

*レーザーが血液以外の組織にも反応する為、血流が完全阻害されても血流量flowはゼロにはならない。

方法方法方法方法：：：：　聴診器のように部位に加圧チャンバを押し当て徐々に加圧を上げ、血流が完全阻害するまで加圧する。

　　特に、血流完全阻害までいかない圧迫領域では、圧迫中に波状に血流が流れる状況が観られ、反応性充血量
に影響が考えられる

　　・・・・・影響が大きい時は100％を超える場合もある

③加圧加圧加圧加圧チャンバチャンバチャンバチャンバ((((AAAA0203020302030203))))を外し、血流が圧迫前の血流に戻るのを待ち、連続で目的の用具で測定する

*データ解析は、体重や繊維張力と変形に伴なうせん断応力との合力が、用具の使用時の接触圧とする

時間→

②血流が安定したら、圧血流圧血流圧血流圧血流センサセンサセンサセンサ((((AAAA0010001000100010))))の上から加圧加圧加圧加圧チャンバチャンバチャンバチャンバ((((AAAA0203020302030203))))で徐々に加圧を上げ、血流阻害
状態になるまで取る。

④用具で長時間測定した場合など、再度、圧圧圧圧････血流血流血流血流センサセンサセンサセンサ((((AAAA0010001000100010))))の上から加圧加圧加圧加圧チャンバチャンバチャンバチャンバ((((AAAA0203020302030203))))で加圧し、
皮膚血流の圧迫特性の変化を確認のためデータを入れる。
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短時間加圧

　加圧チャンバを手で押さえ当てる場合、
加圧を徐々に直線状に行うには、事前に練習
してください。　安定した体勢で、ひじやひざな
どをしっかり着けたり、その場の環境に合わ
せて行ってください。
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①'長時間加圧

A B C

加圧特性 用具使用後の加圧特性

高

CCCC
DDDD

AAAA

BBBB EEEE

FFFF

用具使用


